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「雇われ羊飼いと良い羊飼い」 

（ヨハネによる福音書10:11-16） 

司祭ヨセフ太田信三 

今日読まれるヨハネの手紙とヨハネによる福音書は同じ著者によるものとされていま

す。これらの書物が記された当時、クリスチャンは大変厳しい状況に追い込まれていまし

た。まず、ユダヤ教の会堂から追放されました。これはあらゆる権利、市民としての権利

をすべて失うということでした。クリスチャンたちはその苦しみのなかで信仰的な挑戦を

受けていました。そして次に、反キリストと言われる人々の存在が教会を分裂させていま

した。彼らはもともと仲間であったけれども、教会から去っていったグループで、主イエ

スの受肉を否定した新しいキリスト教を作り出してしまった人々でした。ヨハネの手紙は

その反キリストからの動揺を沈めるために記されたものです。信仰的に迷い動揺する信徒

たちに、あなたがたの内には御子から注がれた油があり、この油が万事について教える、

だから教えられた通り「御子の内にとどまりなさい」と繰り返し語り、励ましました。 

今日の福音書もこれらの背景を念頭に置くと少し理解が深まります。雇われた羊飼いと

は、クリスチャンたちを分裂させようとするとする偽りの指導者たちだと解釈できます。

彼らは狼が来ると、自分の命が大切なので羊を置き去りにして逃げ出してしまいます。し

かし、良い羊飼いである主イエスは羊のために自分の命を捨ててくださるのです。事実イ

スラエルでは、雇われ羊飼いが羊を乱雑に扱ってしまう、ということがあったようです。

それに対し、良い羊飼いは命がけで羊を守ります。良い羊飼いは羊の命に無関心でいられ

ないからです。それゆえ、良い羊飼いは、羊との関係に必ずとどまります。羊が迷い出る

ことがないように、たとえ迷い出てしまってもどこまでも探します。そして、夜の間も羊

を守り続けるのです。まさに主イエスこそがわたしたちの良き羊飼いなのだと、ヨハネに

よる福音書は信仰的な危機にあったクリスチャンたちに語りかけ、励ましているのです。 

良い羊飼いである主イエスは、「わたしは自分の羊を知っており、羊もわたしを知って

いる。」と言われます。ここで言われている「知っている」「知る」ということが、今週の

福音のキーワードです。雇い人にすぎない羊飼いと良い羊飼いとの違いは「知り方」の違

いにあります。ここで「知っている」と訳されている単語は、ただ知識として「知ってい

る」というだけではなく、両者の深い交わりを表す単語です。主イエスはわたしたち一人

ひとりを知っておられる。それも「父がわたしを知っておられ、わたしが父を知っている

のと同じ」ほどに、主イエスはわたしたちのことを深く知って下さっている、ということ

なのです。 

良い羊飼いである主は、わたしたちがどこにいようとも、わたしたち一人ひとりのこと

を知っていてくださいます。そして、「この囲いに入っていないほかの羊もいる。その羊

をも導かなればならい」と仰る主イエスは、わたしたちがどこへ行こうとも必ずわたした

ちを見つけ、ご自身との交わりへと招いてくださいます。 


